
第二次スクリーニング結果

簡易地盤調査結果

全体
すべり

末端部の
すべり

1
四街道市
0064

谷埋め型
めいわ
二丁目

53,999.0 0.3 3.4 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

擁壁に変状あり、水抜き穴
からの出水で泥がたまって
いる。新たな考え方により
簡易地盤調査。

盛土層のNd値が5以下、かつ
地下水位が盛土の層厚の1/2
程度以上であるため、二次
スクリーニングが必要と考
える。

No.1
No.2

No.1:GL-1.833ｍ
No.2:GL-7.798ｍ

1.408 1.227 無し

2
四街道市
0029

谷埋め型 栗山 10,598.0 1.4 4.9 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

少量ながら擁壁下の排水溝
に水が湧き出しているので
地下水有とした。新たな考
え方により簡易地盤調査。

盛土層のNd値が5以下である
が、地下水位が盛土の層厚
の1/2程度以下であるため、
二次スクリーニングは不要
と考える。

― ― ― ― ―

3
四街道市
0047

谷埋め型 鹿渡 45,607.0 1.6 17.9 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

擁壁下が出水し水浸しに
なっているため地下水有と
した。新たな考え方により
簡易地盤調査。

盛土層のNd値が5以下である
が、地下水位が盛土の層厚
の1/2程度以下であるため、
二次スクリーニングは不要
と考える。

― ― ― ― ―

4
四街道市
0008-1

谷埋め型
千代田
五丁目

146,253.0 0.7 10.8 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

法尻一帯が湿っているため
地下水有とした。新たな考
え方により簡易地盤調査。

盛土層のNd値が5以上、かつ
地下水位が盛土の層厚の1/2
程度以下であるため、二次
スクリーニングは不要と考
える。

― ― ― ― ―

5
四街道市
0041

谷埋め型
さちが丘
一丁目

10,154.0 1.7 6.7 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

少量ながら地下水が出水し
ているので地下水有とし
た。新たな考え方により簡
易地盤調査。

盛土層のNd値が5以下である
が、地下水位が盛土の層厚
の1/2程度以下であるため、
二次スクリーニングは不要
と考える。

― ― ― ― ―

6
四街道市
0015

谷埋め型
池花
二丁目

13,486.0 3.7 7.9 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

法尻に出水があるため地下
水有とした。新たな考え方
により簡易地盤調査。

盛土層のNd値が5以下である
が、地下水位が盛土の層厚
の1/2程度以下であるため、
二次スクリーニングは不要
と考える。

― ― ― ― ―

7
四街道市
0062

谷埋め型 鹿渡 4,107.0 20.5 9.9 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

擁壁下にぬかるみ、排水溝
に茶色い水が出ている。新
たな考え方により簡易地盤
調査。

盛土層のNd値が5以下である
が、地下水位が盛土の層厚
の1/2程度以下であるため、
二次スクリーニングは不要
と考える。

― ― ― ― ―

8
四街道市
0036

谷埋め型
みそら
三丁目

20,326.0 3.6 12.9 A4 簡易地盤調査 ｂ
すべり崩
壊・変形

擁壁の水抜き孔から出水
し、擁壁下が水浸しになっ
ているため地下水有とし
た。新たな考え方により簡
易地盤調査。

盛土層のNd値が5以下、かつ
地下水位が盛土の層厚の1/2
程度以上であるため、二次
スクリーニングが必要と考
える。

No.3
No.4

No.3:GL-1.864ｍ
No.4:GL-1.512ｍ

― 1.675 無し
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